
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和2年度 第1回滋賀県がん診療連携協議会 

開 催 期 間 令和２年8月4日（火）～8月14日（金） 

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

会 員 

お よ び 

部 会 長 

【会員】 

滋賀県立総合病院       一山 智  （会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  田中 俊宏 （副会長） 

大津赤十字病院        石川 浩三 （副会長） 

公立甲賀病院         辻川 知之 

彦根市立病院         金子 隆昭 

市立長浜病院         神田 雄史 

高島市民病院         鈴木 聡 

滋賀県医師会         越智 眞一 

滋賀県歯科医師会       中村 彰彦 

滋賀県薬剤師会        大迫 芳孝 

滋賀県看護協会        廣原 惠子 

滋賀県放射線技師会      古山 忠宏 

滋賀県臨床検査技師会     大本 和由 

滋賀県歯科衛生士会      土屋 奈美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 八木 政廣 

滋賀県健康医療福祉部     川崎 辰己 

【部会長】 

滋賀県立総合病院       山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院        廣瀬 哲朗 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院       山本 秀和 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  谷  眞至 （診療支援部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上 節  （研修推進部会） 

滋賀県立総合病院       花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和2年度の取組について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の取り組みについて、下記のとおり

報告があり、承認された。 

（協議会・企画運営委員会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。実施計画としては協議会・企画運営委員

会を２回ずつ開催、ＲＦＬＪブース出展、がん医療フォーラム開催、ＰＤＣＡサイクル

の確保を行う。数字として評価できる指標は「がん診療で生じた医療安全に係る事例を

医療安全委員会等で検討した回数」。 

 （相談支援部会） 

   部会２～３回、ＷＧ２回、相談員研修会２回を開催予定。アクションプランは前年度の

取り組みを継続。滋賀の療養情報はＷＧにて最新情報に更新し、可能な限り多くの方に

いきわたるよう努める。数字として評価できる指標は「がん相談窓口取り組み実施状況

の充実」。 

 （地域連携部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みとほぼ同様だが、「地域連携パスの活用」の見直

しを実施。部会２回、ＷＧ４回開催予定。数字として評価できる指標は「滋賀県がん地



 

域連携クリティカルパスの適用率」。 

 （がん登録推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会2回、実務研修会2回を実施予定。数

字として評価できる指標は「がん登録情報の活用事例数」とし、情報活用のための統計

研修会開催を計画している。 

 （診療支援部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを概ね継続。部会を３回開催予定。その他、がん

情報しがに治療法一覧やがん診療に関するトピックスを掲載、がんゲノム医療や妊孕性

温存の情報共有を行う。数字として評価できる指標は「がん情報サイトの閲覧回数」。 

 （研修推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会を2回開催予定。その他、がん看護

研修の実施、がんに関わる医療人の育成に係る研修の検討、がん情報しがへの講演会等

の情報の掲載と結果の集計を行う。数字として評価できる指標は「各医療機関、団体が

主催する講演会、研修会等の参加人数ならびに満足度」。 

 （緩和ケア推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会３回、緩和ケア研修会８回開催予定。

「緩和ケア研修会」について、現時点で第１回の彦根市立病院、第3回の市立長浜病院

での開催が中止、「緩和ケアチーム研修会」「ELNEC-J研修」「世界緩和ケホスピスデー県

民公開講座」も開催中止となっている。数字として評価できる指標は「緩和ケア研修会

の受講率」。 

 

2. 第12回滋賀県がん医療フォーラムについて 

   令和3年2月13日(土)栗東芸術文化会館さきらで開催を予定していたが、新型コロナウイ

ルス感染症の第2波、第3波が懸念される中、参加者の安全性や感染リスクの面から栗東

芸術文化会館さきらでの開催は中止し、Web配信(YouTube)によるオンライン講演会で開

催することで承認された。 

   テーマは、「がん治療と新型コロナウイルス感染症(COVID-19)【仮】」を検討しており、

内容としては、「がん治療と新型コロナウイルス感染症(COVID-19)についての情報発信」

と「患者・患者家族と医療従事者のコミュニケーションについて、治療や生活、就労、

代替医療など双方の視点での情報発信」を予定している。 

 

3. リレー・フォー・ライフ・ジャパン2020 滋賀医科大学について 

 実行委員会より、今年度のリレーイベントは「中止」との連絡があった。 

 オンラインイベントへの参加も検討したが、今年度の参加は見送ることとなった。 

 

【報告事項】 

4. 令和2年度滋賀県がん診療連携協議会の体制について 

   昨年度からの変更はなく、現行通りで運用し、必要に応じて変更する。 

 

5. 県からの報告事項等 

 ・がん診療連携拠点病院等について大津赤十字病院、公立甲賀病院が令和3年3月31日

  まで指定期限が再延長された。 

・ペア(健診)検診キャンペーンは新生活様式の中では時節柄そぐわないため中止し、

通常の受診勧奨を引き続きすすめる。がん検診受診率向上も研修や出前講座のため、

現在実施保留としている。 

・小児がん相談支援体制整備構築事業についての掲示、広報について協力依頼があっ

た。 

・滋賀県がん対策推進計画、滋賀県保健医療計画の中間評価について、来年度も含め

て2年間で実施することとした。進捗の照会について協力依頼があった。 

 



 

【その他】 

 下記の質問・意見があった。 

 (滋賀県看護協会より質問) 

令和2年度は、新型コロナにより県民もあらゆる組織の現場においても、大きな影響をう

けています。がん診療においてもがん患者さんの感染への不安等は大きいと思います。新

型コロナによる影響は、相談支援部会での相談件数や内容の変化、研修推進部会での研修

中止による影響や今後の課題、がん検診受診者の変化と今後への課題等、今年度の新型コ

ロナによるがんに係る影響は、各部会等でまとめ共有し、今後への取り組みにつなげる必

要があるのではないかと思います。 

 →(協議会・企画運営委員会) 

滋賀県がん医療フォーラムについて、会場に集まっての講演会からWebでのオンライン講

演会に変更し、開催を予定しています。オンラインでの開催によるメリット・デメリット

について分析し、次年度以降の開催方法につなげていきたいと考えています。 

 

 →(相談支援部会) 

  ご指摘いただきました内容につきましては、相談支援部会の部会長はじめ部会員も同様に

危惧しておりましたことから、先にがん相談支援センターにおける「第１四半期相談件数の

前年度比較」や、「新型コロナウイルス感染症にかかる相談件数および主な相談内容」、また、

「セカンドオピニオンの制限の有無」、「ピアサポート活動の制限の有無」、「社労士等による

相談会中止の有無」、更には懸案事項等についてアンケートを行い、部会において情報およ

び課題の共有を図った上で、必要に応じて今後の対策を講じてまいりたいと考えておりま

す。 

 

 →(地域連携部会) 

  新型コロナウイルス感染予防の影響で、部会及びＷＧの開催ができていません。昨年度末

同様、メールでの意見交換を実施予定ではありますが、今後は、オンラインでの会議開催等

も検討する必要があると考えます。 

がん地域連携パスを使用したかかりつけ医とのがん診療連携にも新型コロナウィルスの

影響が少なからずあると思われます。 

 

 →(がん登録推進部会) 

  全国集計データ提出はオンラインで行いますので特に大きな影響はないと考えておりま

す。感染状況により実務者研修を中止にする可能性もあります。実務者メーリングリストを

利用し、情報共有をきちんと行っていきたいと考えております。 

 

 →(診療支援部会) 

新型コロナウイルスにより、がん診療や健診など様々な分野において影響がでています。

診療支援部会としても、今後コロナウイルスによる問題点を検討するとともに、現時点で

県民の皆様に安心して診療をお受けいただけるよう必要な情報を発信していきたい。 

 

 →(研修推進部会) 

新型コロナ感染予防の影響で、研修が開催出来ない状況を補うことについて、今後検討

していく必要があります。医療従事者に対する研修は、感染予防対策を徹底しつつ開催を

検討していく必要がありますが、市民を対象としたものは、Webを使うこと等についてが今

後の課題であると思われます。 

 

 →(緩和ケア推進部会) 

当部会事業として実施している研修会は、緩和ケア研修会、ELNEC-Jコアカリキュラム看

護師教育プログラム等がありますが、今年度においては、新型コロナによる影響によって、

各研修会は中止になっています。当部会としましても研修会の開催方法やあり方について



 

検討をする予定であり、また緩和医療学会においても調査段階となっていますので、その

結果を踏まえて対応をしたいと考えております。 

(滋賀県がん患者団体連絡協議会より意見) 

医療に係わる皆さまにおかれましては、新型コロナ大流行の中、がん診療を推進頂き本

当に有り難うございます。またがん患者アンケート調査においても大変なご協力を頂き重

ねてお礼を申し上げます。お陰様で結果報告書としてまとめることが出来ました。このア

ンケート調査結果から2点だけお願いしたいことがあります。           

一つ目は、がん治療情報やがん療養情報の情報源として、「医者･看護師から」と回答し

た方が半数（非常に好ましいことと安心できます）、他に「テレビなどメディア」「インタ

ーネット」「新聞･書籍」からが各々40％程度ずつでした。私もインターネットを見たりも

しますが、心配になるのが、どれだけ正しく内容を評価できるか・どの情報を選択できる

かが問題なってきます。健康食品やサプリメント等でも被害者が出ています。一般的に過

大広告に私達一般市民は引っかかりやすいようです。やはり日本人の健康リテラシーが低

いのでしょうか。このような観点から講演会など、チャンスがあればどういう情報を、ど

ういう基準で選択するのが良いのか市民に継続的にアドバイスして貰えませんでしょう

か。 二つ目はがん予防について、がん検診を大きくアピール頂いているのに「がん対策

について県として何に力を入れて欲しいか」の問いに対して、「がんの早期発見（がん検診）」

が66.2％でした。一喜一憂する必要はないかも知れませんが、受診勧奨も積極的になされ

ている中でこの結果では、とも思います。がん検診の仕組み（市町があったり、会社保健

組合があったり）や初歩の科学的な各検診の仕組みや結果の評価など理解して貰うことが

大切かと思います。継続的に一般県民に機会があるたびに、理解する上でのアドバイスを

お願いできませんでしょうか。 

 →(協議会) 

情報を共有し、今後の講演会や公開講座を開催する際のテーマとして検討していきたい

と考えております。 

 

(滋賀県がん患者団体連絡協議会より質問) 

協議事項（１）について 

滋賀県がん患者調査事業へのご理解とご協力に感謝申し上げます。9割以上の方が納得し

た医療を受けていると判断されているという素晴らしい結果が出たことはこれまでがん対

策を推進してくださった医療機関や医療者の皆様の賜物だと思います。一方でたとえば【質

問24】がん医療の情報やがんの療養情報を何から得ていますか。【質問27】がん患者サロン

があることを知っていますか。【質問28】がんと診断されたことによる心配や悩みは何らか

の支援によって軽減されたと思いますか。の答えにある「滋賀の療養情報」・「病院のがん

相談窓口」・「がん情報しが」・「がん患者力.com」と回答した方は非常に少なかった。とい

う結果が出ております。がん対策の施策としてこれまで進めてきたことへの今回の結果を

どのように判断され、この結果を今後どのように反映されるのかをお教えください。 

他にも各部会に関する事柄について結果が出ておりますので、部会で取り上げ、議論いただ 

きますようお願い申し上げます。 

又、コロナ架におけるがん診療についての情報が全く入ってきておりません。治療や診断、 

検診に影響がでているように思います。各病院の状況等をお教えいただきたいと思います。 

 →(健康医療福祉部) 

調査結果については、今後、がん対策推進協議会等の機会を通じて意見交換し、どのよ

うな対策が可能か検討していきたいと考えています。「がん情報しが」などポータルサイト

の名称を認識して利用されている方は調査結果に見られるように少ないと思いますが、診

療支援部会で評価指標にしている「がん情報しが」閲覧数は増加しているため、今後もサ

イトに誘導できるようにしていきたいと考えます。 

 

 →(滋賀県立総合病院) 

  患者受入れや検査体制の充実などに対応するため、一部診療を制限していましたが、現在



 

は通常診療に戻りつつあります。しかし、検温や入館制限は実施しており、面会等の制限は

継続していること、一部患者さんへの術前のPCR検査を実施しています。 

→(付属病院) 

  コロナ禍における本院のがん診療については、感染症対策を万全にして通常通り診療を行

っています。 

 

 →(大津赤十字病院) 

  がん診療（手術、薬物療法、放射線治療）については、制限せず診療を行っておりました

が、一部の診療科において、受診制限や手術等の延期などをせざるを得ませんでした。 

現在は、発熱がある患者への問診や面会禁止等、感染症対策を万全にして通常診療を行

っています。 

がん患者サロンについては、今年度は開催できておりません。 

 

 →(公立甲賀病院) 

  一部診療科が手術を制限していますが、この診療科に関しては、癌の手術はほぼしていな

いので影響はありません。 

 

 →(彦根市立病院) 

  現在（回答時）の本院の状況としましては、感染症対策を実施しており、診療制限は行っ

ておりません。 

 

 →(市立長浜病院) 

現時点（8月18日現在）では、手術、化学療法、放射線治療の制限や延期、新規がん患者

の受け入れ制限、検診の制限はしておらず、通常診療を行っています。  

手術や検査を受けられる患者さんには、事前に院内でLAMP法による新型コロナウイルス

感染症の検査を受けていただいています。 

 

 →(高島市民病院) 

  当院では、第２種感染症指定医療機関としての役割を果たすため、一部病棟を隔離し陽性

患者様の対応を実施しております。様々な感染防止対策を実施しておりますが、がん患者様

については制限することなく診療を実施しております。がん患者サロンは８月現在、開催を

中止しております。 

 

協議事項（２）について 

開催方法のWEB配信については今の状況下では致し方ないと思います。ただ、WEBを使え

ない方への配慮（例えば冊子にして院内に設置する）等を検討して頂きたいと思います。

テーマについては今一番欲しい情報だと思います。 

がん患者調査の【質問25】十分でない情報について35％の方ががん治療にかかる費用と一

番多かったので、このことも取り上げていただきたいと思います。 

 →(協議会) 

新型コロナウイルス感染症対策のため院内への立入りを制限している施設もあるため、 

資料の配布方法等についてどのような形での配布が可能か検討していきたいと考えており

ます。また、医療フォーラムの詳細については検討を進めます。 

そ の 他 【次回開催予定】 

   日時 令和3年3月18日（木） 17時～ 

   場所 滋賀県立総合病院 

  

以上のとおり報告します。                          令和2年9月15日 


